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第 37 回 第１保育所卒園記念

第 31 回 第３保育所卒園記念

第１回 第３保育所卒園記念

第１回 第２保育所卒園記念

第１回 第１保育所卒園記念

平
成
20
年
度

　

一
般
会
計
予
算･

特
別
会
計
予
算

認
知
症
講
演
会

町
税
を
長
い
間
納
め
な
い
で
い
る
と
ど
う
な
る
の
？

平
成
20
年
度
喜
界
町
人
事
異
動

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

喜
界
高
校
進
路
状
況
・
輝
け
畜
産
農
家

小
作
料
・
喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

話
題
は
こ
こ
ス
ナ
ッ
プ
集
・
広
告
の
窓

広　 報
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町
立
保
育
所
の
役
目
を
終
え
る

写
真
説
明

　

保
育
行
政
は
、
昭
和
46
年
度

第
一
保
育
所
を
皮
切
り
に
ス

タ
ー
ト
。

  

お
り
し
も
、
保
育
行
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
女
性
の
職
場

進
出
等
に
よ
り
、
核
家
族
の
多

様
化
が
み
ら
れ
、
保
育
所
は
そ

の
大
切
な
役
割
を
担
って
き
た
。

一
方
、
国
の
施
策
に
お
い
て
、
民

間
活
力
の
有
効
活
用
が
推
進
さ

れ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
約
36
年
間

続
い
た
保
育
所
は
、
平
成
19
年

度
末
を
も
って
、
そ
の
役
目
を
終

え
る
。

　

今
後
は
社
会
福
祉
法
人
「秀

心
会｣

に
委
ね
ら
れ
こ
と
に
な
る
。
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一般会計
予算

　

歳
入
は
大
き
く
「
自
主
財
源
」
と

「
依
存
財
源
」
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
主
財
源
は
、
町
が
自
主

的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源

の
こ
と
で
、
町
税
、
分
担
金
・
負
担

金
、
使
用
料
・
手
数
料
、
財
産
収
入

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
町
の
財
政
健
全

化
を
図
る
上
で
は
、
こ
の
自
主
財
源

が
多
い
ほ
ど
良
い
と
さ
れ
ま
す
。

○
自
主
財
源

　

喜
界
町
の
一
般
会
計
の
自
主
財
源

は
全
体
の
８
億
９
，
２
７
３
万
５
千

円
で
15･
５
％
。
最
も
多
い
町
税
の

計
上
額
は
、
４
億
７
千
９
０
７
万
５

千
円
で
、
前
年
度
比
11
％
、
５
０
５

万
２
千
円
の
増
額
で
、
自
主
財
源
の

8.3
％
を
占
め
ま
す
。
次
ぎ
に
繰
入
金

は
１
億
８
，
６
９
５
万
２
千
円
。
こ

の
う
ち
１
億
５
，
０
０
０
万
円
は
、

町
の
基
金
を
取
り
崩
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
使
用
料
・
手
数
料
、
財
産
収

入
な
ど
。　

平成 20 年度

○
依
存
財
源

　

依
存
財
源
は
、
地
方
交
付
税
や
国

庫
支
出
金
、県
支
出
金
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
国
や
県
の
意
思
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
額
が
交
付
さ
れ
る
財
源

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
中
で
も
歳
入

の
大
き
な
柱
で
あ
る
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
措
置
さ
れ

る
「
地
方
再
生
対
策
費
」
や
特
別
校

税
の
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
支
援
」
を
見
込
み
、
今
年
度
は

歳
入
全
体
の
84･

５
％
の
48
億
４
，

９
７
４
万
９
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

次
ぎ
に
、
国
庫
支
出
金
８
億
４
，

０
５
３
万
２
千
円
、
県
支
出
金
４
億

３
，
５
４
５
万
７
千
円
、
な
ど
が
増

額
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

【
歳
入
】

○
自
主
財
源

　

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
収
入
す

る
こ
と
の
で
き
る
財
源
。
地
方
税
、
分

担
金
、
負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
、

財
産
収
入
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収

入
な
ど
。

○
依
存
財
源

　

依
存
財
源
と
は
、
国
や
県
の
決
定
に

よ
り
交
付
さ
れ
る
収
入
の
こ
と
で
、
補

助
金
や
地
方
交
付
税
、
ま
た
、
借
入
金

（
町
債
）
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

○
地
方
交
付
税

　

地
方
交
付
税
に
は
普
通
交
付
税
と
特

別
交
付
税
が
あ
り
、
普
通
交
付
税
は
、

都
市
で
も
地
方
で
も
標
準
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
税
収

な
ど
の
不
足
を
補
う
た
め
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、
所
得
税
な
ど
の
国

税
の
一
定
割
合
が
そ
の
財
源
。
ま
た
、

特
別
交
付
税
は
、
災
害
な
ど
の
特
別
な

事
情
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

○
国
庫
支
出
金

　

国
が
、
特
定
の
事
業
費
の
一
部
と
し

て
、
地
方
公
共
団
体
に
交
付
す
る
補
助

金
等

○
町
債

　

町
債
と
は
特
定
の
事
業
目
的
の
た
め

に
起
こ
す
も
の
で
あ
り
、
町
が
国
や
銀

行
か
ら
資
金
の
借
入
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
負
担
す
る
借
金

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
第
１
回
喜
界
町
議
会
定
例
会
最
終
本
会
議
が
３
月
21
日
、
議
会
本
会
議
場
で
あ
り
、
平
成
20
年
度
一

般
会
計
予
算
案
な
ど
38
件
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
額
の
総
額
は
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
97
億
２
，
４
９
３
万
３
千
円
で
前
年
度
当
初

予
算
額
に
比
べ
る
と
１
億
５
，
２
４
１
万
８
千
円
、
1.5
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
、
公
営
住
宅
建
替
工
事
や
町
体
育
館
、
中
央
公
民
館
の
屋
根
補
修
工
事
、
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
整
備
と
生
活
に
密
着
し
た
重
要
施
設
の
工
事
を
盛
り
込
み
前
年
度
予
算
よ
り
４
億
５
，
７
２
８
万
８
千

円
増
額
で
57
億
４
，
２
４
８
万
４
千
円
と
３
年
ぶ
り
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
で
は
前
年
度
と
比

べ
６
億
９
７
０
万
円
余
の
減
で
、
39
億
８
，
２
４
４
万
９
千
円
13
・
３
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
藤
啓
雄
町
長
は
依
然
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
「
職
員
一
人
ひ
と
り
が
現
状
を
十
分
認
識
し
、
各
種
施

策
の
推
進
を
図
り
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
や
新
た
な
歳
入
確
保
策
に
努
め
る
」
と
述
べ
、
効
率
的
な
配

分
に
傾
注
し
た
予
算
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
20
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

歳
入
の
部

用
語
説
明

自主財源
8 億 9,273 万５千円

（15.5％）

依存財源
48 億 4,974 万９千円

（84.5％）

町税
４億 7,907 万５千円（8.3％）

国庫支出金
８億 4,053 万２千円

（14.6％）

県支出金
４億 3,545 万７千円（7.6％）

地方交付税
27 億 8,000 万円

（48.6％）

町債
３億 8,090 万円（10.6％）

繰入金
１億 8,695 万２千円（3.3％）

その他（自主財源分）
２億 2,670 万８千円（3.9％）
分担金及び負担金

2,111 万１千円（0.4％）
使用料及び手数料

8,790 万 8 千円（1.5％）
財産収入

4,397 万５千円（0.8％）
寄付金

62 万６千円（0.0％）
繰越金

500 万（0.1%）
諸収入

6,808 万 8 千円（1.2％）

地方譲与税
6,996 万４千円（1.2％）

利子割交付金
247 万円（0.0％）

配当割交付金
112 万円（0.0％）

株式譲渡所得割交付金
104 万１千円（0.0％）

地方消費税交付金
6,932 万 4 千円（1.4%）

自動車取得割交付金
1,733 万２千円（0.2％）

国有提供施設等
所在市町村助成交付金

1,181 万６千円（0.2％）
地方特例交付金

416 万５千円（0.1％）
交通安全対策特別交付金

92 万８千円（0.0％）

一般会計 歳入 57 億 4,428 万 4 千円



平成 20 年度の主な事業
町民生活・生活環境関係

区長報酬 2,546 万 8 千円
戸籍システムリース料 1,710 万 2 千円
全国瞬時警報システム 897 万 4 千円
地方公共交通特別対策事業補助金 3,400 万円
鹿児島・喜界・知名航路運営基金負担金 908 万円
喜界空港ターミナルビル整備事業補助金 3,400 万円
廃棄物収集及び運搬業務委託料 2,455 万 2 千円
焼却灰搬出処理委託料 1,010 万円
浄化槽設置整備事業補助金 1,288 万円
戸籍システムリース料 1,710 万 2 千円

福祉関係
後期高齢者医療費（旅費・需用費・
役務費・負担金・補助金等） 7,845 万円

障害者自立支援給付費 1 億 2,618 万 9 千円
重度心身障害者医療費助成金 1,920 万円
児童手当 6,035 万円

産業・観光関係
営農支援センター（人夫賃） 1,143 万円
特殊病害虫特別防除事業（人夫賃） 1,032 万 2 千円
さとうきび生産振興基金事業補助金 481 万 3 千円
畜産基盤再編総合整備事業負担金 1,625 万円
獣医委託料 920 万円
公園管理委託料 609 万 7 千円
空港臨海公園管理委託料 1,720 万円

社会基盤関係
県営畑地帯総合整備（担い手育
成型 ) 事業負担金 1 億 3,072 万 5 千円

国営かんがい排水事業負担金 2,959 万 8 千円

社会基盤関係
県営畑地帯総合整備（担い手支援型）
事業負担金

2,562 万 4 千円

荒木漁港地域水産物供給基盤整備事業 1 億 3,465 万円
公営住宅建替工事 2 億 4,070 万円
地籍調査基本測量委託料 1,257 万 2 千円
道路改良舗装工事 5,010 万円
喜界島港（手久津久・志戸桶）改修工事等 5 億 1,030 万円
基本設計委託料（公営住宅） 1,500 万円
大島地区消防組合負担金 1 億 5,781 万 2 千円

教育・文化関係
パソコンリース料（小・中学校） 2,842 万 2 千円
学校施設補修工事 1,186 万円
中央公民館新館屋根改修工事 1,771 万 4 千円
町体育館屋根改修工事 6,825 万円
畑総発掘調査（埋蔵文化財） 2,646 万円
学校給食用賄材料費 1,558 万 4 千円
パン米飯加工委託料 713 万円

繰出金
簡易水道事業特別会計繰出金 3,666 万 4 千円
屠畜場事業特別会計繰出金 64 万 4 千円
老人保健特別会計繰出金 1,203 万 6 千円
国民健康保険特別会計繰出金 1 億 2,066 万 3 千円
介護保険特別会計繰出金 1 億 4,772 万 9 千円
農業集落排水事業特別会計繰出金 3,204 万円
公共下水道事業特別会計繰出金 6,819 万 2 千円
老人福祉施設事業特別会計繰出金 6,865 万円
直営診療施設勘定特別会計繰出金 3,690 万 9 千円
後期高齢者医療特別会計繰出金 3,633 万 3 千円

歳出 57 億 4,428 万 4 千円
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【
歳
出
】

○
義
務
的
経
費

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
。

○
投
資
的
経
費

　

普
通
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
費
な

ど
、
支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に
向
け

ら
れ
、
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ

る
経
費
。

○
性
質
別

　

予
算
及
び
決
算
に
お
け
る
「
節
」
の

区
分
を
基
準
と
し
た
分
類
。
財
政
の
健

全
性
、
弾
力
性
を
測
定
す
る
こ
と
が
で

き
る

○
目
的
別

　

予
算
及
び
決
算
に
お
け
る「
款
」「
項
」

の
区
分
を
基
準
と
し
た
分
類
。
各
部
各

課
ご
と
の
お
お
ま
か
な
予
算
の
比
重
を

知
る
こ
と
が
で
き
る

○
人
件
費

　

特
別
職
や
一
般
職
の
給
与
な
ど

○
公
債
費

町
が
発
行
し
た
地
方
債
（
借
金
）
返
済

の
た
め
の
経
費

○
扶
助
費

　

生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
に
充
て
る

た
め
の
経
費

○
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
や
橋
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
の
公

用
施
設
の
新
築
や
増
設
等
の
建
設
に
か

か
る
経
費
。

○
物
件
費

旅
費
や
消
耗
品
、
役
務
費
、
使
用
料
及

び
賃
借
料
、
備
品
購
入
費
、
交
際
費
、

委
託
料
な
ど
。

○
補
助
費
等

　

謝
金
や
補
助
金
、
負
担
金
及
び
交
付

金
、
火
災
保
険
、
自
動
車
損
害
保
険
な

ど
。

○
繰
出
金

 　

繰
出
金
と
は
、
会
計
間
（
一
般
・
特

別
）で
や
り
と
り
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
。

　

歳
出
を
目
的
別
で
見
る
と
総
務

費
、
民
生
費
、
商
工
費
、
土
木
費
、

消
防
費
、
教
育
費
が
喜
界
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
整
備
事
業
、
後
期
高
齢

者
医
療
費
、
公
営
住
宅
建
替
工
事
、

町
体
育
館
・
中
央
公
民
館
新
館
屋
根

改
修
工
事
な
ど
で
増
額
。
議
会
費
、

衛
生
費
、
公
債
費
が
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

性
質
別
で
は
人
件
費
が
退
職
者

と
新
規
採
用
職
員
分
の
差
額
な
ど

で
１
，
９
５
２
万
９
千
円
減
額
と

な
る
12
億
７
，
７
７
０
万
２
千
円
。

普
通
建
設
費
が
喜
界
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
整
備
事
業
や
公
営
住
宅

建
替
工
事
、
町
体
育
館
・
中
央
公

民
館
新
館
屋
根
改
修
工
事
な
ど
で

前
年
度
比
35･

７
％
増
の
13
億
６
，

３
５
５
万
９
千
円
と
大
幅
な
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

喜
界
町
財
政
は
、
依
然
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
予
算
編
成
時

に
は
緊
急
性
の
あ
る
事
業
を
優
先
し

経
費
を
極
力
押
さ
え
歳
入
確
保
策
に

努
め
ま
し
た
が
、
今
年
も
基
金
を
取

り
崩
す
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま

し
た
。

歳
出
の
部

は新規事業

目的別
総務費

７億 1,490 万５千円
（12.4％）

民生費
６億 2,365 万５千円

（10.9％）

農林水産業費
８億 1,857 万９千円

（14.3％）

土木費
９億 5,999 万４千円

（16.7％）

教育費
７億 4,867 万１千円

（13.0％）

公債費
７億 8,539 万９千円

（13.7％）

諸支出金
５億 5,986 万円

（9.7％）

議会費
9,208 万 8 千円

（1.6％）

衛生費
２億６万１千円

（3.5％）

商工費
5,059 万 7 千円

（0.9％）

消防費
1 億 8,367 万５千円

（3.2％）

予備費
500 万円
（0.1％）

義務的経費
22 億 8,181 万６千円

（39.7％）

投資的経費
13 億 6,355 万９千円

（23.7％）

その他の経費
20 億 9,710 万９千円

（36.5％）

人件費
12 億 7,770 万２千円

（22.3％）

公債費
７億 8,539 万９千円

（13.7％）

普通建設事業
13 億 6,355 万９千円

（23.8％）

物件費
８億 5,847 万 2 千円

（14.9％）

繰出金
５億 5,986 万３千円（9.7％）

補助費等
６億 4,154 万４千円

（11.2％）

維持補修費
2,568 万円（0.4％）

積立金
253 万 6 千円（0.0%）

投資及び出資金
361 万円（0.1％）

貸付金
40 万 4 千円（0.0%）

予備費
5,000 万円 (0.1% )

扶助費
２億 1,871 万５千円

（3.8％）

災害復旧費
０円

（2.3％）

性質別
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平
成
20
年
度

【
国
民
健
康
保
険
】

▽
事
業
勘
定

　

新
た
な
後
期
高
齢
者
医
療
へ
の
支
援
金
や
退

職
者
医
療
の
縮
小
に
よ
る
負
担
増
及
び
特
定
健

診
等
の
費
用
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
保
険
税

の
区
分
が
変
更
と
な
っ
た
。
今
年
度
は
前
年

度
に
比
べ
約
５
，
２
２
１
万
円
増
の
12
億
２
，

０
５
０
万
１
千
円
を
計
上
し
た
。

▽
直
診
勘
定
＝
診
療
所

　

常
勤
の
医
師
を
確
保
し
、
さ
ら
に
職
員
の

数
を
減
ら
し
徹
底
し
た
削
減
を
図
る
。
前
年

度
に
比
べ
約
５
，
０
８
３
万
円
減
の
１
億
３
，

５
６
６
万
８
千
円
を
計
上
し
た
。

【
老
人
保
健
】

　

今
後
は
、
新
規
に
創
設
さ
れ
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
が
、
残
務
整

理
の
た
め
今
年
度
ま
で
存
続
し
、
１
億
３
，

８
８
７
万
６
千
円
を
計
上
し
た
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　

本
年
度
か
ら
75
歳
以
上
の
方
を
加
入
者
と
し

た
医
療
保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
、
新
し
く
特
別

会
計
を
設
け
保
険
料
の
徴
収
等
を
行
う
。

今
年
度
は
９
，
６
３
３
万
１
千
円
を
計
上
し
た
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

  

介
護
保
険
は
認
定
者
の
増
加
に
よ
り
、
保
険

給
付
費
も
毎
年
増
加
し
て
い
る
。
今
年
度
は
前

年
度
と
比
べ
約
２
，
８
０
１
万
円
余
り
増
の

７
億
８
，
１
２
０
万
円
８
千
円
を
計
上
し
た
。

【
老
人
福
祉
施
設
事
業
】

　

独
立
採
算
性
に
留
意
し
、
入
所
者
の
快
適
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
運
営
に
努
め
る
。
今
年
度

の
予
算
は
４
億
２
，
８
７
７
万
円
。
前
年
度
に

比
べ
１
，
６
６
９
万
６
千
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

◎
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

平
成
16
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
町
長
、
副
町
長
、
収
入
役
、
教

育
長
に
お
け
る
給
料
の
10
％
削
減
を
引
き
続
き
行
う
。

◎
喜
界
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
「
調
整
手
当
」
に
変
わ
る
「
特
地
勤
務
手
当
」

を
設
け
て
い
た
が
今
回
こ
れ
を
廃
止
。
期
末
、
勤
勉
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ

改
正
す
る
。

◎
喜
界
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

育
児
休
業
法
の
改
正
に
よ
り
、
職
員
が
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す

る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
、
育
児
短
時
間
勤
務
の
制
度
を
設
け
る

こ
と
等
を
目
的
に
給
与
上
の
取
扱
い
、
勤
務
時
間
等
の
関
連
整
備
等
の

改
正
。

◎
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

  
前
項
の
条
例
に
伴
い
、
職
員
が
希
望
す
る
日
及
び
時
間
帯
に
お
い
て
勤

務
す
る
勤
務
時
間
等
に
関
連
す
る
条
項
等
の
改
正
。

◎
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例

　

職
員
が
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
当
該
職
員
の
公
務
に

関
す
る
能
力
の
向
上
に
資
す
る
と
認
め
る
と
き
に
、
当
該
職
員
が
３
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
大
学
等
課
程
の
履
修
、
又
は
国
際
貢

献
活
動
の
た
め
の
休
業
制
度
に
関
す
る
条
例

◎
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
児
童
虐
待
協
議
会
」
を
「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
に
改
め
、

同
条
に
高
齢
者
虐
待
防
止
協
議
会
委
員　

日
額　

５
，
０
０
０
円
を
加

え
る
。

◎
喜
界
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

商
工
業
と
観
光
に
関
す
る
こ
と
を
企
画
課
へ
移
行
。
保
健
福
祉
課
の

老
人
保
険
事
業
を
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行
し
、
保
育
所
の
民
営
化
に

よ
る
事
務
内
容
の
変
更
。
産
業
振
興
課
の
分
掌
事
務
を
整
理
し
改
正
。

◎
喜
界
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

定
数
１
３
０
人
を
現
在
の
団
員
実
数
１
２
０
人
に
改
正
。

◎
喜
界
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

県
営
畑
地
総
合
整
備
事
業
の
道
路
整
備
に
よ
り
、
町
道
湾
手
久
津
久

線
及
び
上
間
内
線
、
穴
畑
線
を
廃
止
。
ま
た
、
城
久
地
区
の
県
営
畑
地

総
合
整
備
事
業
の
区
域
の
変
更
に
よ
り
、
山
田
７
号
線
を
廃
止
。

◎
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
「
中
央
公
民
館
屋
根
全
面
改
修
工
事
」、｢

体
育
館
屋
根
補
修
工
事｣

、

診
療
所
建
築
事
業
、
第
二
中
学
校
建
設
設
計
・
管
理
委
託
事
業
及
び
校

特
別
会
計
予
算

条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正
等

7500
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5000

4500

4000

0
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6,211
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年度

百
万
円

■一般会計当初予算の推移　　　　　



会計区分 補正前 補正後 計

一般会計
( 第５号 ) 5,618,763 △ 51,236 5,567,527

国民健康保険
（第 3 号）

事業勘定
1,244,666 32,117 1,276,783

老人保健
（第 1 号） 1,141,604 24,093 1,165,697

介護保険
（第 3 号） 785,910 24,758 810,668

公共下水道
（第 3 号）

繰越明許費
－ － 0

老人福祉
施設事業

（第 3 号）
455,359 3,183 458,542

会計区分 Ｈ 20（Ａ） Ｈ 19（Ｂ）
比較増減

(A)-(B) ％
一般会計 5,742,484 5,285,196 457,288 8.7

特  

別  

会  

計

国民健康保険
（事業勘定） 1,220,501 1,168,290 52,211 4.5

国民健康保険
（診療所） 135,668 186,506 △ 50,838 △ 27.3

老人保健 138,876 1,141,604 △ 1,002,728 △ 87.8
簡易水道 690,104 436,179 253,925 58.2
屠畜場 2,386 2,588 △ 202 △ 7.8
介護保険 781,208 753,193 28,015 3.7
老人福祉施設 428,770 445,466 △ 16,696 △ 3.7
農業集落排水 88,640 85,064 3,576 4.2
公共下水道 399,965 373,265 26,700 7.2
後期高齢者医
療特別会計 96,331 0 96,331 皆増

合      計 9,724,933 9,877,351 △ 152,418 △ 1.5

5　Kikai Public Relations 2008.4

【
屠
畜
場
事
業
】

　

豚
や
山
羊
の
適
正
な
処
理
を
行
う
た
め

２
３
８
万
６
千
円
を
計
上
し
た
。

【
簡
易
水
道
事
業
】

 

再
編
推
進
事
業
に
よ
る
南
部
地
区
統
合
及
び

基
幹
改
良
事
業
を
実
施
す
る
。
前
年
度
に
比

べ
２
億
５
，
３
９
２
万
５
千
円
増
の
６
億
９
，

０
１
０
万
４
千
円
を
計
上
し
た
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　

主
な
も
の
は
施
設
の
維
持
管
理
費
で
、
前

年
度
に
比
べ
３
５
７
万
５
千
円
増
え
、
８
，

８
６
４
万
円
を
計
上
し
た
。

【
公
共
下
水
道
事
業
】

　

本
年
度
は
、
管
路
施
設
の
湾
・
中
里
地
区
17

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
。

前
年
度
に
比
べ
２
千
６
７
０
万
円
増
の

３
億
９
，
９
９
６
万
５
千
円
を
計
上
し
た
。

◎
喜
界
町
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
に
つ
い
て

　

医
療
制
度
改
革
に
お
け
る
保
険
者
の
役
割
分

担
と
し
て
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
）
に
よ
り
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
保
険

者
に
対
し
、
40
～
74
歳
の
被
保
険
者
を
対
象
に

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指

導
の
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
特

定
健
康
診
査
等
の
実
施
方
法
や
そ
の
成
果
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項
等
を
定
め
る
実
施
計
画
で

す
。

◎
専
決
処
分

　

港
湾
整
備
事
業
の
債
務
負
担
行
為

報　
　

告

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　
　
　

宜
名
真
孝
子 

氏　

新
任

舎
新
築
事
業
、
早
町
中
学
校
特
別
教
室
新
築
事
業
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

新
築
事
業
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
改
築
事
業
、
陸
上
競
技
場
整
備

事
業
の
計
画
変
更
。

◎
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

飲
料
水
供
給
施
設(

簡
易
水
道
統
合
事
業
・
南
部
地
区)

に
関
わ
る
、

事
業
費
の
一
部
変
更
。

◎
喜
界
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

  

税
率
の
改
正
と
「
健
康
保
険
法
」
及
び
「
高
齢
者
の
医
療
確
保
に
関
す

る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
分
の
所

得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
を
改
正
。

◎
喜
界
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

句
点
や
字
句
の
変
更
、
葬
祭
費
の
額
の
変
更
（
２
万
円
）

◎
喜
界
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

  

新
た
に
創
設
さ
れ
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象
と
な
る
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
の
事
務
に
つ
い
て
、
条
例
で
定
め
る
。

◎
喜
界
町
妊
産
婦
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

  
妊
婦
健
診
を
島
外
で
受
診
す
る
場
合
、
６
回
ま
で
の
往
復
船
運
賃
を
要

綱
で
規
定
し
助
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
今
回
、
条
例
化
す
る
。
ま
た
、

新
た
に
出
産
時
の
、
待
機
の
た
め
の
宿
泊
費
及
び
旅
費
を
助
成
す
る
。

◎
喜
界
町
敬
老
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

  

敬
老
金
は
９
月
１
日
現
在
で
、「
支
給
日
に
生
存
し
て
い
る
方
」
に
支

給
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
「
支
給
日
に
亡
く
な
っ
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
遺
族
に
支
給
」
す
る
よ
う
に
改
め
る
。
他
字

句
の
改
正
。

◎
喜
界
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

  

湾
・
赤
連
商
店
街
の
店
舗
、
事
務
所
、
医
院
、
飲
食
店
等
の
61
戸
の
対

象
者
に
つ
い
て
は
、
週
５
回
収
集
を
一
般
回
収
の
週
３
回
の
変
更
に
よ

り
一
部
条
文
改
正
。

◎
喜
界
町
簡
易
水
道
給
水
条
例
と
喜
界
町
簡
易
水
道
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

南
部
地
区
簡
易
水
道
統
合
事
業
の
実
施
に
伴
い
、 
南
部
地
区
簡
易
水
道

を
新
設
し
、
新
た
に
浦
原
、
手
久
津
久
、
花
良
治
、
中
里
・
荒
木
、
上

嘉
鉄
簡
易
水
道
を
統
合
す
る
。
中
里
荒
木
地
区
簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、

荒
木
地
区
を
南
部
地
区
簡
易
水
道
と
し
、
中
里
地
区
を
西
部
地
区
簡
易

水
道
に
編
入
す
る
改
正
。

◎
公
共
下
水
道
管
路
施
設
工
事
（
幹
線
１
工
区
）
工
事
請
負
変
更
契
約

の
締
結

以
上

同
意
案
件

■一般会計・特別会計対前年度比較増減　　　　（単位 : 千円） ■平成 19 年度補正予算　　　　　（単位 : 千円）
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町
役
場
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
主

催
で
、
家
族
の
会
や
住
民
ら
約
45
人

が
参
加
。
生
活
の
中
で
出
来
る
認
知

症
の
予
防
法
や
認
知
症
患
者
へ
の
接

し
方
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。

　

水
流
さ
ん
は
義
母
が
認
知
症
に
か

か
り
、
そ
の
介
護
体
験
を
通
し
、「
悔

い
の
な
い
介
護
で
あ
れ
ば
い
い
の
で

は
｜
」。「
人
と
し
て
尊
厳
の
あ
る
介

護
が
必
要
。
も
し
、
自
分
が
病
気
に

冒
さ
れ
た
と
き
、
自
分
が
さ
れ
た
い

こ
と
を
し
た
ら
良
い
の
で
は
」
と
提

唱
し
た
。

　

ま
た
、「
認
知
症
患
者
は
病
気
に

な
っ
て
も
〝
心
は
生
き
て
い
る
〟。

決
し
て
何
も
判
ら
な
い
の
で
は
な

く
、た
だ
自
分
の
思
い
が
伝
わ
ら
ず
、

こ
の
こ
と
を
悲
し
み
、
苦
し
ん
で
い

る
の
は
患
者
本
人
。
そ
し
て
家
族
も

同
様
、
つ
ら
く
、
悲
し
い
思
い
を
し

て
い
る
」
と
言
及
し
た
。

 

認
知
症
は
病
気
の
一
種

　

認
知
症
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

（
型
）
や
脳
血
管
性
障
害
、
２
次
的

要
因
（
ケ
ガ
、
環
境
の
急
変
な
ど
）

な
ど
の
要
因
で
病
気
が
発
生
し
、
判

断
力
の
低
下
や
言
動
に
異
常
が
見
ら

れ
る
な
ど
の
症
状
が
表
れ
る
。

　

予
防
に
は
、
早
期
発
見
と
早
期
治

療
が
大
事
で
、症
状
が
軽
減
し
た
り
、

病
気
の
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来

る
。
し
か
し
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し

て
、
尊
厳
が
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
周

囲
の
人
か
ら
離
れ
た
存
在
に
な
り
が

ち
に
な
る
事
も
多
い
。
そ
の
た
め
、

介
護
家
族
は
認
知
症
の
人
が
い
る
こ

と
を
隠
し
た
り
、
認
知
症
の
人
と
共

に
、
地
域
社
会
に
交
わ
れ
な
い
生
活

を
し
て
い
る
の
が
大
多
数
を
占
め
て

い
る
の
が
現
状
に
あ
る
。  

喜
界
町
の
認
知
症
の
現
状

　

介
護
保
険
認
定
調
査
に
よ
る
と
、

認
知
症
で
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る

人
は
約
２
３
０
人
に
達
し
、
介
護
認

定
者
の
２
人
に
１
人
と
な
っ
て
い

る
。
病
院
で
治
療
を
受
け
て
い
る
人

は
８
人
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
４

人
、
血
管
性
認
知
症
が
４
人
と
な
っ

て
い
る
。

家
庭
で
の
看
護
や
介
護
方
法
の
啓
発

　

現
在
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
介

護
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
介
護

教
室
や
認
知
症
患
者
の
家
族
交
流
会

や
保
健
師
訪
問
等
個
別
に
対
応
し
て

い
る
他
、
毎
月
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
情
報
交
換
の
場
を
設
け
「
介
護
ケ

ア
」
会
議
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
実
際
介
護
に
携
わ
っ
て
い

る
方
々
が
、
日
頃
の
悩
み
や
情
報
等

を
交
換
し
合
い
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
じ
ゅ
ま
る
の
施
設
見
学
や

職
員
の
講
話
を
開
き
、
介
護
者
の
負

担
を
軽
減
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

認知症は家族や地域で支える !

●
認
知
症
予
防
10
か
条

①  

塩
分
と
動
物
性
脂
肪
を
控
え
た

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

②  

適
度
に
運
動
を
行
い
、
足
腰
を

丈
夫
に

③  

深
酒
と
た
ば
こ
を
や
め
て
、
規

則
正
し
い
生
活
を

④  

生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
肥
満

な
ど
）
の
予
防
・
早
期
発
見
・

治
療
を

⑤  

転
倒
に
気
を
つ
け
よ
う
、
頭
の

打
撲
は
認
知
症
を
招
く

⑥  

興
味
と
関
心
を
持
つ
よ
う
常
に

前
向
き
な
生
き
方
を

⑦  

考
え
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
習

慣
を

⑧  

細
や
か
な
気
配
り
を
し
た
よ
い

付
き
合
い
を

⑨  

い
つ
も
若
々
し
く
、
お
し
ゃ
れ

心
を
忘
れ
ず
に

⑩  

く
よ
く
よ
し
な
い
で
明
る
い
気

分
で
生
活
を

(

財)

ぼ
け
予
防
協
会
提
唱

今井流　認知症介護の極意・テン（10）
①  認知症は病気であることを理解してください。残念ながら今の医学で

は治りません。
② 「ぼけ」に気づいたらできるだけ早く、専門医に相談してください。
③  中心になる家族介護者はひとりで十分です。何人もいるとかえって面

倒になります。
④  何もかも「自分がやらなければ」と思うと、お先真っ暗です。できる

だけ他の家族やご近所の人の力を借り、大いに介護サービスを利用し
て、自分だけで介護を背負わないでください。

⑤  あなたが司令塔になって、家族や周囲の人たちに上手に手助けしても
らってください。

⑥  できるだけ「見ざる」「聞かざる」「言わざる」になってください。結
構、認知症の人は色々な  ことができるものです。

⑦  息抜きは必ずしましょう。無理してでも息抜きをしてください。息抜
きは認知症の人に優しくなれるコツです。

⑧ 自分の介護の限界を決めてください。誰だって、限界はあります。
⑨  周囲の人にも優しい人になってください。そうすれば、周囲の人たち

は、あなたに優しくなれます。
⑩  家族は、介護の専門家にはなれません。認知症の人の為にも、いつも

の家族のひとりでいて  ください。自然が一番です。

　「家族や地域で認知症患者をどう支えて
いけるか？」、講演を通じて学ぼうと『認
知症の人と家族の会＝鹿児島市』の水流
凉子代表を招き３月９日、中央公民館旧
館で講演会が開かれた。



『督促』は、書面（督促状）で各
税目ごとに納期限後 20 日以内に
発送されます。

『督促状』は、１通につき 100 円
の督促手数料が納めていない税金
に加算されます。

『催告』は、電話や文書、戸別訪
問などで納付を促します。

『催告』は、分納誓約などを行っ
た方には、行いません。

『滞納処分』とは、給与、預貯金、
不動産、電話加入権などを差し押
さえることです。

『滞納処分』を受けると財産を差
し押さえられるだけではなく、社
会的信用も失うことになります。

『納期限を守って納付』
各種町税は、それぞれの決められた納期内に納付しましょう。
納期限は、次のとおりです。

やむを得ず納期内納付が困難なときは ・ ・ ・  ？

■まず、役場税務課に連絡し、納税相談を行いましょう。
�■�納税相談の際、分割納付の申請を行いましょう。分割納付は、
年度内の町税が完納できるよう月々の納付金額、納付日を
しっかり計画し行いましょう。また、分割納付の約束が守
られなかったときは、滞納処分を受けますので注意しましょ
う。
※�分割納付は、給与天引きや税務課職員の訪問徴収などで行
います。
以上のことをしっかり守りましょう！

●納期限を過ぎても町税を納めな
　い場合は「督促」されます。

●督促しても町税を納めない場合
　は「催告」されます。

●督促」・「催告」をしても町税を
　納めない場合は、納めた方との
　公平を保つため、やむを得ず滞
　納処分を行います。税

金
に
対
す
る
様
々

な
相
談
も
電
話
催
告

で
受
付
け
ま
す
。

早く納めてく
ださい。

1 期 2 期 3 期 4 期 5 期 6 期

町 県 民 税 6 月 1 日
6 月末日

８月１日
８月末日

10 月１日
10 月末日

１月４日
１月末日

固 定 資 産 税 ５月１日
５月末日

７月１日
７月末日

12 月 1 日
12 月末日

2 月 1 日
2 月末日

国 民 健 康 保 険 税 ６月１日
６月末日

７月１日
７月末日

９月１日
９月末日

11 月１日
11 月末日

１月４日
１月末日

３月１日
３月末日

軽 自 動 車 税 ４月１１日～４月末日

期 別
税 目

各税目別納期限

※納期日が土日あるいは、祝祭日にあたるときは、翌日になります。
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町税を長い間納めないでいるとどうなるの？

滞納処分を受けないためにはどうすればいいの？

税金に関するお問い合わせ
〒 891-6292
鹿児島県大島郡喜界町湾 1746 番地
喜界町役場　税務課
℡　0997-65-1111
　　（内線　40,41,42)



昇格 氏　　名 新  任  職 前  任  職
 ( 課 長 級 )
新原　一雄 総務課長 水環境課長
藤本　安満 建設課長 産業振興課長

○ 隈崎　悦男 水環境課長 総務課長補佐
○ 武田　秀伸 会計課長 会計課長補佐
○ 栄　　常光 産業振興課長 産業振興課長補佐

○ 金井　勝芳 老人福祉施設長 老人福祉施設技術
補佐兼生活相談員

○ 幸田　泉男 税務課長 保健福祉課保健セ
ンター所長補佐

○ 前岡重加太 湾幼稚園長 第一保育所長

○ 川畑　英二 大島地区消防組合
喜界分署長

教育委員会総務課
長補佐

 ( 課長補佐級 )

愛津　克浩 総務課長補佐 産業振興課主幹兼
糖業係長

宝　　秀利 産業振興課長補佐 企画課長補佐

喜岡　哲久 保健福祉課保健セ
ンター所長補佐

国保診療所事務長
補佐

高田エツミ 早町支所長補佐 第三保育所長

吉本　　実 教育委員会総務課
長補佐 水環境課補佐

孝志　眞人 総務課長補佐兼財
産管理係長 早町支所長補佐

嶺岡　寿一 水環境課長補佐 産業振興課長補佐

富　　充弘 産業振興課農産物
加工センター所長

産業振興課農産物
加工センター所長
補佐

○ 吉行　　進 企画課長補佐 産業振興課係長

○ 叶　日出克 国保診療所事務長
補佐兼庶務係長 税務課係長

○ 竹　美保子 会計課長補佐 保健福祉課係長

○ 藤廣　麻夫
住民課主幹兼
クリーンセンター
所長

住民課クリーンセ
ンター所長

○ 西野千代子 老人福祉施設主幹
兼介護支援専門員

老人福祉施設介護
支援専門員

○ 小林　　学 農業委員会主幹兼
庶務係長

農業委員会庶務係
長

○ 岩切進一郎 大島地区消防組合
喜界分署長補佐

大島地区消防組合
喜界分署係長

○ 前島　利彦 大島地区消防組合
喜界分署主幹

大島地区消防組合
喜界分署係長

 ( 係 長 級 )
実田　輝満 保健福祉課係長 企画課係長
宝　　幸江 保健福祉課係長 会計課係長

久永　初代 税務課係長 第一保育所主任保
育士

○ 都　　博至 税務課係長 税務課
○ 徳　　勝志 税務課係長 税務課

○ 大山　　覚 老人福祉施設生活
相談員

老人福祉施設介護
師

○ 松村千佐子 老人福祉施設介護
師長

老人福祉施設介護
師

○ 勇　　文子 老人福祉施設看護
師長

老人福祉施設看護
師

○ 登　　行広 大島地区消防組合
喜界分署係長

大島地区消防組合
喜界分署

○ 松元　秀雄 大島地区消防組合
喜界分署係長

大島地区消防組合
喜界分署

○ 生田　吉一 大島地区消防組合
喜界分署係長

大島地区消防組合
喜界分署

○ 前泊　哲治 大島地区消防組合
喜界分署係長

大島地区消防組合
喜界分署

昇格 氏　　名 新  役  職 前  任  職
( 主 査 級 )
向井　大吾 税務課 総務課
植村　義彦 企画課 税務課
三明　陽子 企画課 保健福祉課
梅林　瑞代 住民課 総務課

篠原眞智子 産業振興課 保健福祉課保健セン
ター

平松　艶子 保健福祉課保健セン
ター 税務課

春山瑠美子 保健福祉課 生涯学習課中央公
民館

光　恵美子 教育委員会総務課 湾幼稚園

賀村　由美 産業振興課農産物
加工センター栄養士 第一保育所栄養士

菊地　典子 生涯学習課中央公
民館 第一保育所保育士

( 一 般 職 )

仲　　　悟 総務課 鹿児島県市町村課
研修

金久　貴人 企画課 保健福祉課
田向　英昭 老人福祉施設介護師 老人福祉施設調理員
島崎　久代 給食センター調理員 第三保育所調理員
（幼稚園）
伊地知典子 湾幼稚園 第三保育所保育士
値　　春美 湾幼稚園 第一保育所保育士
竹田　杏里 志戸桶幼稚園 湾幼稚園

( 出向 )

古沼　寛之 鹿児島県後期高齢
者医療広域連合 国保診療所

( 新規採用 )
元山　和嗣 建設課

宜名真福太郎 税務課
福原　　拓 保健福祉課
濵川　健一 水環境課
實　　浩希 産業振興課

輝　　政和 産業振興課農産物
加工センター

豊　　博則 住民課クリーンセ
ンター

( 退職者 ) 平成２０年３月３１日付

三原　和裕
嘉　　重久
正岡　弘樹
神田　健一
東野　啓範
指宿　正人
豊　富喜雄
壽岡香代子
土岐　初代
野間　光子
坂元　数子
廣渡　洋子
中島　帳子
大山　信子

8

平成 20 年度　役場職員　人事異動一覧表
（H20．４. １付）【喜界町】
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３
月
９
日
（
日
）
に
役

場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
平
成
十
九
年
度
第

二
回
喜
界
町
学
力
向
上
対
策
会
議

（
町
教
委
主
催
：
晴
永
清
道
教
育
長
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、「
学
習
す
る
気

風
を
高
め
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
」

「
喜
界
町
の
学
力
の
課
題
は
ど
こ
に

あ
る
か
を
明
確
に
し
た
い
」
と
い
う

こ
と
を
ね
ら
い
に
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
古
田
龍
藏
湾
小
学
校
長

の
司
会
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス

ト
は
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
村
上
國
信

さ
ん
、青
年
団
代
表
の
福
島
悟
さ
ん
、

保
護
者
代
表
の
竹
内
あ
か
ね
さ
ん
、

学
校
代
表
の
山
口
昌
作
早
町
中
学
校

長
の
四
名
で
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、「
将
来
の

目
標
・
夢
を
も
た
せ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
」、「
ほ
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
」、「
町
民
こ
ぞ
っ
て
子
ど
も
に

や
る
気
を
起
こ
さ
せ
た
い
。」
な
ど

の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
も
「
自
分
の

夢
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
に
ど
う

役
立
つ
の
か
考
え
さ
せ
る
。」「
子
ど

も
た
ち
の
夢
を
か
な
え
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
意
見
が
次
々
に
飛
び
出

し
、
瞬
く
間
の
二
時
間
余
り
の
会
議

で
し
た
。

　

会
議
の
最
後
に
は
、「
喜
界
島
の

子
ど
も
た
ち
の
九
割
以
上
は
、
島
外

に
出
て
行
く
。
社
会
の
厳
し
さ
に
打

ち
勝
つ
た
め
に
、
本
町
で
も
っ
と
も

大
き
な
課
題
で
あ
る
学
力
を
何
と
か

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

平
成
20
年
度
も
年
二
回
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

先
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

町
教
育
委
員
会
で
は
平
成
19
年
度
か

ら
「
花
一
杯
運
動
」
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
運
動
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
中
里
・
荒
木
・
城
久
・
中
間
の

４
集
落
を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
、
婦
人
会

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

各
集
落
で
も
各
種
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い

ふ
る
さ
と
「
我
が
喜
界
島
」
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

第
２
回
目
と
な
る
奄
美
パ
ー
ク
と

の
共
催
事
業
を
３
月
22
日
（
土
）
午

後
６
時
か
ら
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
奄
美
パ
ー
ク
田
中

一
村
記
念
美
術
館
「
前
村
卓
巨
」
学

芸
専
門
員
を
講
師
に
招
き
、「
奄
美

曼
荼
羅
」
～
一
村
作
品
に
隠
さ
れ
た

謎
～
と
題
し
、
御
講
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

内
容
は
、ミ
ス
テ
リ
ー
映
画
「
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
」
で
英
知
の
限

り
を
尽
く
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
き

込
ん
だ
〈
最
後
の
晩
餐
〉
が
有
名
で

す
が
、
田
中
一
村
作
品
に
も
「
生
と

死
」、「
男
と
女
」、「
季
節
の
移
り
変

わ
り
」、「
宗
教
」
な
ど
生
命
の
営
み

が
隠
さ
れ
て
お
り
、
普
段
何
気
な
く

鑑
賞
し
て
い
た
作
品
に
そ
の
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
聴
講
者
は
驚
き
の
表
情
で

聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
の
唄
者
、
川
畑
さ
お

り
さ
ん
（
湾
幼
稚
園
勤
務
）、
川
畑

奈
々
さ
ん
（
第
一
中
学
校
一
年
）
や

吾
妻
流
藤
豊
会
、
一
条
流
、
寿
扇
流

の
舞
踊
団
体
が
共
演
し
、
ス
テ
ー
ジ

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○ 

第
35
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少　

年
団
競
技
別
交
歓
大
会
（
軟
式
野

球
競
技
）

　
〈
７
月
27
日
（
日
）〉

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
事
業

　
〈
11
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）〉

○ 

関
西
奄
美
会
民
謡
交
流
チ
ャ
リ　

テ
ィ
ー
in 
喜
界

　
〈
12
月
７
日
（
日
）〉

　

以
上
が
本
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

学
力
向
上
を 

考
え
る

美
し
い
ふ
る
さ
と
「
我
が
喜

界
島
」
を
後
世
に
残
そ
う
!

門
口
（
ジ
ョ
ン
ク
チ
ー
） 

花
一
杯
運
動

第
二
回
喜
界
町 

学
力
向
上
対
策
会
議

田
中
一
村
作
品
の
謎
に
迫
る
!

奄
美
パ
ー
ク
喜
界
島
文
化
講
演
会

平
成
20
年
度
の
県
・
地
区
行
事

パネルディスカッションの模様

人々を和ませる沿道に植えられた花

絵画を楽しく鑑賞するヒントをいただきました。

華麗な舞と声量豊かな声で情感たっぷりの島唄で会場を
魅了しました。出演者の皆さん、有り難うございました。
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今
春
、
喜
界
高
校
の

生
徒
80
人
が
母
校
を
後

に
社
会
へ
と
巣
立
っ

た
。
３
月
３
日
行
わ
れ

た
卒
業
式
で
は
、
卒
業

生
一
人
ひ
と
り
の
表
情

は
感
動
と
よ
ろ
こ
び
、

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

　

進
路
状
況
で
は
、
昨

年
度
ま
で
の
10
年
連
続

で
卒
業
生
に
対
す
る
未

定
者
の
比
率
が
１
割
以

上
で
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
19
年
度
は
、
平
成

元
年
以
来
、
18
年
ぶ
り
に
進
路
未
定

者
０
人
を
記
録
し
た
。

　

昨
今
の
社
会
状
況
の
中
で
、
生
徒

や
教
職
員
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
が

一
体
と
な
っ
て
、
進
路
・
就
職
活
動

に
取
り
組
ん
だ
成
果
が
形
と
っ
な
て

豊
原　

芳
宏
（
51
）

 　
　
　
　
　
　
　

大
朝
戸

　
「
人
が
仕
事
を
与
え
る
の
で

は
な
く
、
自
分
が
探
し
求
め

て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
永
年
の
経
験
を
気
負
い
わ

ず
話
す
豊
原
芳
宏
さ
ん
。
自

身
32
歳
か
ら
本
格
的
に
畜
産

を
営
み
、
人
工
授
精
師
の
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

事
も
並
行
し
て
こ
な
す
。

　

し
か
し
、
畜
産
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
は
「
燃
料
代
や
飼

料
代
な
ど
が
高
騰
を
続
け
、
平
成
14
年
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
以

来
、
厳
し
い
」
と
語
る
。

  

一
方
、
揺
る
が
な
い
信
念
を
持
つ
豊
原
さ
ん
は
「
今
ま
で

一
歩
一
歩
確
実
に
積
み
上
げ
て
き
た
仕
事
が
、
今
の
自
分
を

支
え
て
き
た
」
と
話
す
。

　

今
後
は
「
良
質
な
牛
を
ど
う
育
成
し
て
い
く
か
は
、
こ
の

業
界
の
課
題
で
あ
り
、
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
で
島
の
子
牛

セ
リ
市
場
は
さ
ら
に
活
気
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
語
る
。

　

豊
原
さ
ん
の
牛
舎
は
、
日
々
の
清
掃
を
欠
か
す
こ
と
な
く

行
い
、
牛
具
な
ど
は
整
然
と
構
え
、
ま
た
、
親
・
子
牛
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
土
着
菌
に
類
似
し
た
２
種
類
の
菌
を
使
い
分
け

活
用
。
徹
底
し
た
環
境
美
化
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
丹
精
を
込
め
て
行
う
牛
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
作
業
を

両
親
が
努
め
て
行
っ
て
い
る
事
を
何
よ
り
感
謝
し
て
い
る

と
い
う
。
両
親
の
愛
情
を
注
い
だ
牛
は
、
大
人
し
く
成
育
状

態
も
よ
く
、
セ
リ
市
場
の
好
結
果
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
話

す
。

  

最
後
に
将
来
は
組
織
化
を
図
り
、
若
者
の
雇
用
を
生
み
出

し
、
ひ
い
て
は
島
の
人
口
流
出
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
夢
を

語
っ
た
。

進路未定者０人 /18 年ぶり

表
れ
た
。

　

次
に
進
学
前
の
抱
負
を
紹
介
し
た

い
。

 

同
志
社
女
子
大
学

　
　
　

学
芸
学
部
英
語
英
文
学
科

山
倉
み
な
み
（
中
里
）

　

私
は
、
中
学
校
一
年
生
の
時
に
受

け
た
「
英
検
」
が
き
っ
か
け
で
、
い

つ
か
は
英
語
の
学
べ
る
大
学
に
進
学

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

大
学
で
は
、
言
語
と
し
て
の
英
語

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背
景
に
あ
る
文

化
や
歴
史
、
文
学
な
ど
に
つ
い
て
も

学
び
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、言
語
へ
の
理
解
を
深
め
た
上
で
、

高
い
英
語
運
用
能
力
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
、
将

来
は
航
空
管
制
官
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
時
も
励
ま
し
、
支
え
て
下

さ
っ
た
人
や
友
達
、
先
生
方
や
家
族

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

喜
界
島
か
ら
遠
く
離
れ
た
京
都
で

も
、
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

 

明
治
大
学

　
　
　

理
工
学
部
情
報
科
学
科

                      

開　
　

友
弘
（
坂
嶺
）

　

私
は
、
高
校
に
入
学
し
た
時
か
ら

大
学
へ
進
学
す
る
事
を
目
標
に
し
て

い
ま
し
た
。
数
学
が
得
意
だ
っ
た
の

で
、
理
・
工
系
の
学
部
へ
進
も
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

数
学
に
関
し
て
は
、
夏
休
み
に
数

学
科
の
先
生
と
１
対
１
で
基
礎
か
ら

し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

大
学
で
は
、
情
報
に
関
す
る
事
を

学
び
ま
す
が
情
報
化
社
会
の
中
で
、

通
用
す
る
人
材
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
る

　

ま
た
、
私
が
大
学
に
合
格
し
た
こ

と
が
後
輩
た
ち
に
喜
界
高
校
で
も
や

れ
ば
で
き
る
と
い
う
所
を
励
み
に
な

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

 

鹿
児
島
大
学

　
　

教
育
学
部
学
校
教
育
教
員

                       

養
成
課
程
数
学
専
修

　
　
　

      

光　
　

美
紀
（
塩
道
）

　

父
の
仕
事
柄
、
幼
い
頃
か
ら
先
生

を
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
中
学
生
の
時
に
、
小
学
校
教
師
に

な
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
で
特
に
複

式
学
級
に
つ
い
て
研
究
し
、
実
際
に

授
業
体
験
な
ど
も
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
数
学
専
修
な
の
で
小
学

生
の
理
数
離
れ
の
改
善
策
も
研
究
し

た
い
で
す
。

　

私
が
こ
う
し
て
夢
を
話
せ
る
の

は
、
不
安
だ
ら
け
の
時
、
セ
ン
タ
ー

試
験
で
大
失
敗
し
た
時
に
、
支
え
て

く
れ
た
両
親
、
先
生
方
、
全
員
で
応

援
し
て
く
れ
た
ク
ラ
ス
の
仲
間
が
い

て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
立
派
な
小
学
校

教
師
を
目
指
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
子
牛
の
セ
リ
市
が
、
３
月
６
日
、
町
セ
リ
市
で
場
で
あ
っ
た
。

今
回
の
セ
リ
は
雌
79
頭
、
去
勢
（
お
す
）
１
０
９
頭
が
出
荷
さ
れ
、
総

売
り
上
げ
価
格
は
、
７
，
６
５
５
万
９
千
円
。
雌
の
最
高
価
格
は

６
８
万
３
千
円
、
去
勢(

お
す)

は
豊
原
さ
ん
が
出
荷
し
た
74
万
７
千
円

が
最
高
値
で
、
町
セ
リ
市
場
歴
代
記
録
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。

喜界高校進路状況

　

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ス

左から山倉さん、開くん 、光さん



農地区分 地 区 名 小 作 料 備 考

畑
畑 か ん 整 備 地 区 １４，０００円 さとうきび
構 造 改 善 地 区 １１，０００円 さとうきび
未 構 造 改 善 地 区 　７，０００円 さとうきび

（１０a 当たり）標準小作料
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南
島　

喜
佐
雄

吉
岡　

俊
夫

菊
地　

夜
世
子

富
田　

博

西
俣　

工
一
郎

志

戸

桶

赤

連

早

町

荒

木

赤

連

喜界町の推計人口
（平成 20 年 3 月 31 日現在）

世 帯 数 ・・・・・ 3,713 戸 （- 44）

人 口 ・・・・・ 8,209 人 ( - 170）

男 ・・・・・ 3,898 人 ( - 8 6 )

女 ・・・・・ 4,311 人 ( - 8 4 )

子
や
孫
や
家
族
の
中
に
身
を
置
き
て

日
々
の
生た
つ
き活
の
ゆ
る
や
か
に
し
て

林　
　

蓮
香

黄つ

げ楊
の
櫛
今
は
形
身
と
な
り
た
る
を

梳す

け
ば
優
し
き
姉
の
声
す
る

北
島　

シ
ナ

夕
暮
れ
て
池
の
ほ
と
り
の
木
に
止
ま

る
白
鷺
見
て
は
花
と
見
紛ま
が

ふ
有
村　

道
子

老
い
し
身
は
寝
床
に
あ
り
て
安
ら
ぎ

ぬ
春
の
雨あ
ま
あ
し脚
夜
半
に
続
け
り

竹
田　

ヨ
シ
子

春
雨
に
煙
る
門
灯
に
照
ら
さ
れ
て
薄

明
か
り
の
中
蜥と
か
げ蜴
見
え
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農業委員会よりのお知らせ
　農地の貸借における小作料は、貸し手、借り手の話し合いによっ
て決めることが原則です。この小作料を決めるに当たっての目安
として、農業委員会が地域の実情に即した小作料の標準額（標準
小作料）を定めましたので、小作料を決める時の参考にしてくだ
さい。
　小作料は、毎年払いが原則です。農業委員会としましては、問
題が起こらない為にも農業経営基盤強化促進法（利用権設定）に
よる賃借権の設定を勧めています。詳しいことは、農業委員又は
農業委員会へお問い合わせください。
※ 今回の標準小作料は、平成 20 年度から平成 22 年度まで３年間

の適用です。
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話題はここ！

~Shimanchu News~

　町内・町外（島出身者に限る）の事務所や
店舗などをお持ちの皆さま、町の広報やホー
ムページに広告を掲載して会社やお店の PR
をしませんか。

▽ 問い合わせ役場企画課　☎ 0997-65-1111

企画 ･設計 ･構造計算

U��E��M��U��R��A�建築設計事務所
事務所登録第 1-19-54 号

１級建築士 上村　　智
〒 891-6201
住所　鹿児島県大島郡喜界町赤連 2901-7 番
TEL.　0997-65-0867
携帯　090-4510-1712
E-mail：uemura77@coast.ocn.n.jp
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　現職府警出身の「喜界会」が２月 24 日、大阪市
内で初めて開催された。
　喜界島にゆかりのある現職の署員や退職者ら約 20
人が集い、故郷「喜界島を愛する心」を育んだ。
情報提供＝矢野隆司さん（滝川出身）

　今年で 24 回目を数える俊寛ジョギング大会３月
２日、町体育館前を発着点に距離の違う３コースで
行われ、小学生から家族連れなど約４００人のラン
ナーが爽やかな汗を流した。
　レース後は、お楽しみ抽選会も行われ、盛りだく
さんの賞品に会場は大いに盛り上がった。

　鹿児島県日置市にある鹿児島城西高等学校で行
われた卒業式で、第二中学校出身の叶大志くんと
早町中学校の吉岡真美さんが同校卒業式で学園長
賞が授与された。喜界島出身２人が受賞するのは
異例で地方紙にも取り上げられた。
情報提供＝森光昭さん

（中間出身）

　阿伝集落を中心に昭和 10 年当時の生活をかいま
見ることができる『澁澤写真』。この写真集を阿伝
集落全戸に無料配布した神奈川大学の香月洋一郎教
授を囲んで懇談会が３月 11 日、行われた。

　こちらも快挙。県日置市にある鹿児島県立農業大
学校で今春卒業した第一中学校の中山一起くんが
肉用牛部門で見事、知事賞に輝いた。
　今後は専門的な知識をさらに深め、畜産業の道へ
と進む夢を持つ。


